
町民の財産を守り育てる　町民植樹祭が開催されました

まちの話題

今月の表紙　 ロケット発射実験　～手作りのロケットを青空へ飛ばしました～

温故知新

苦労あってこそが人生

達美　松崎　栄子　さん

特集 森林セラピー　森の力がこころと身体を癒
いや

す

後期高齢者医療制度のお知らせ



木
々
の
中
に
立
っ
て
い
る
と
、
何

も
し
な
く
て
も
そ
れ
だ
け
で
心
が
癒

さ
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
効
果
的
に

森
林
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
間

に
備
わ
っ
て
い
る
５
つ
の
感
覚
「
五

感
」
で
す
。
人
間
の
体
に
は
、
視

覚
・
聴
覚
・
触
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
と

呼
ば
れ
る
感
覚
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

意
識
し
て
個
人
の
価
値
観
に
応
じ
た

森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
楽
し
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
森
の
力
を
よ
り
明
確
に
実
感

で
き
ま
す
。

q
ま
ず
、
森
に
入
っ
た
ら
「
ゆ
っ
く

り
深
呼
吸
」
を
何
度
か
行
い
、
森

の
新
鮮
な
空
気
を
十
分
に
味
わ
っ

て
く
だ
さ
い
。

w
次
に
、
周
り
の
木
々
・
根
元
・
葉

先
な
ど
今
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
見
て

い
な
か
っ
た
部
位
に
も
目
を
向
け

て
く
だ
さ
い
。

e
次
に
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、
小
鳥

同
士
の
や
り
取
り
を
耳
で
聞
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
た
ま
に

立
ち
止
ま
り
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を

聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
目
も

閉
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
）

r
樹
木
に
そ
っ
と
触
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

t
こ
れ
ら
の
こ
と
を
何
度
か
繰
り
返

し
て
い
く
う
ち
に
、
森
と
一
体
感

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

ら
、
よ
り
一
層
『
森
林
セ
ラ
ピ
ー
』

効
果
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

（
副
作
用
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
）

y
こ
れ
ら
の
動
作
は
自
分
の
ペ
ー
ス

で
ゆ
っ
く
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

津
別
町
上
里
の
町
民
の
森
自
然
公
園
が
全
国
で
43
番
目
の
『
森
林
セ

ラ
ピ
ー
基
地
』
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
町
民
の
皆
様
や
町
外
か
ら
お
越
し
の
方
の
安
ら
ぎ
場
、
癒
し

の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
森
林
セ
ラ
ピ

ー
ロ
ー
ド
を
歩
く
こ
と
で
、
人
の
五

感
の
う
ち
、
視
覚
・
聴
覚
・
触
覚
・

嗅
覚
の
４
つ
の
感
覚
を
使
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
自
分
の
五
感
を
十
分

に
使
い
、
自
然
と
一
体
に
な
る
こ
と

が
交
感
神
経
を
抑
え
、
副
交
感
神
経

を
活
性
化
さ
せ
る
重
要
な
身
体
反
応

を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
是
非
自
分

の
体
と
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く

だ
さ
い
。

そ
し
て
、
ラ
ン
プ
の
宿
森
つ
べ
つ

「
上
里
温
泉
」
（
Ｐ
Ｈ
９
・
１
）

『
お
肌
ツ
ル
ツ
ル
、
美
肌
の
湯
』
で

ゆ
っ
く
り
温
ま
っ
て
お
帰
り
く
だ
さ

い
。

花の美しさ、川のせせらぎ、木の形、

花や木の匂いを楽しみます。

森の力がこころと身体を癒
いや

す

森
林
セ
ラ
ピ
ー
地
図

森林セラピーR

くりん草フェスティバル開催！
国
内
屈
指
の
ク
リ
ン
ソ
ウ
の
大
群
生
地
、
上
里
「
ノ

ン
ノ
の
森
」
を
舞
台
に
毎
週
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
か
れ
ま
す
。

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
に
認
定
さ
れ
た
こ
の
「
森
」

が
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

森林セラピーＷeek

・森林セラピー基地オープニング記念

・森のコンサート：スイス

ヨーデルアンサンブル

（世界大会ＮＯ.１）

・森林ヨガ体験

・森のコンサート：フォルクローレ

・森林ヨガ体験

第６回つべつクリンソウまつり

・森林ウォークｉｎ津別・ノンノの森

・森林ウォーク・ファッションショー

・森のコンサート：フォルクローレ

【６月18日（土）】

・シンポジウム

「先輩『山ガール』が語る山の魅力」

パネラー：今井通子さん、田部井淳子さん

・今井通子さん・田部井淳子さんと

ノンノの森をトレッキング

【６月19日（日）】

【６月25日（土）】

【６月26日（日）】

・森のコンサート：フォルクローレ

・森の草花でガーデニング（草月流）

オホーツクの会（指導：小川季紅）

・森林ヨガ体験

・森のコンサート

【６月11日（土）】

【６月12日（日）】

無料送迎バスをご利用の方へ
津別町営バスターミナル発　

q午前10時00分w午前11時30分e午後１時00分

ランプの宿　森つべつ発　　

q午後２時00分w午後３時00分e午後４時00分

要予約：津別観光協会　†0152-76-2151

自家用車で来られる方へ

車で来場される方は津別峠入口手前の右側にある臨時駐

車場をご利用下さい。臨時駐車場から会場まではシャトル

バスを運行します。

※ランプの宿森つべつ駐車場は安全確保のため、車両の

出入りを規制しますのでご注意下さい。

共催　津別観光協会・地域再生プロジェクト推進協議会・

ランプの宿　森つべつ

協賛　北網地域活性化協議会・オホーツク圏観光連盟

問い合わせ先 津別観光協会 †0152-76-2151

谷藤万喜子（フルート） 百香（ヴァイオリン）

・森林ヨガ体験

※観光協会では、広くこの森を知っていただくため、愛称を「ノンノの森」としています。

※入場料は無料です



15万円※
（特別控除額）

●均等割の軽減（年額）

・軽減は、被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。

・被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。

後期高齢者医療制度は、被保険者（加入者）の皆様にご負担いただいている保険料によって成り立っ

ています。皆様が将来にわたって安心して医療を受けるための重要な財源となりますので、今後とも保

険料のお支払いをお願いします。

なお、平成23年度の保険料につきましては、６月に個別にお知らせしますので、ご確認ください。

+

・１年間の保険料の上限額は50万円です。

・年度途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

=

■保険料の軽減

均　等　割
【１人当たりの額】

１年間の保険料

(100円未満切り捨て）

33万円
（軽減判定の所得）

8.5割軽減－ ＝－
120万円

（公的年金等控除額）

例）年金収入168万円の１人世帯の軽減判定の所得の求め方

168万円
（年金収入）

33万円かつ被保険者全員が所得０円

（年金収入のみの場合、受給額が80万円以下）

所得が次の金額以下の世帯

所得割【本人の所得に応じた額】

・加入者個人の所得で判定します。

●「口座振替」を希望される方は、役場後期高齢者医療制度担当窓口へお申し出ください。

■平成23年度保険料の計算方法（保険料率は平成22年度と変わりません）

・この制度に加入したときに被用者保険の被扶養者だった方については、所得割はかからず、均等

割が９割軽減となります。

●被用者保険の被扶養者だった方の軽減

※65歳以上の方の公的年金に係わる所得については、さらに15万円を引いた額で判定します。

■保険料のお支払い方法

東日本大震災に被災された被保険者につきましては、下記のとおり対応しております。

お　　問　　い　　合　　わ　　せ　　先

北海道後期高齢者医療広域連合

住所　〒060－0062

札幌市中央区南２条西14丁目　

国保会館６階

† 011－290－5601

津別町役場保健福祉課

後期高齢者医療担当　　yy番窓口

† 0152－76－2151(内線228・229)

後期高齢者医療制度のお知らせ
～平成23年度の保険料のお支払いについて～

44,192円
（平成22年度中の所得－33万円）

×10.28％

33万円

33万円＋（24万５千円×世帯主以外の被保

険者数） ※単身世帯の方は該当しません

33万円＋（35万円×世帯の被保険者数）

軽減割合

９割軽減

8.5割軽減

５割軽減

２割軽減

均等割の年額

【年額】 4,419円

（39,773円軽減）

【年額】 6,628円

（37,564円軽減）

【年額】 22,096円

（22,096円軽減）

【年額】 35,353円

（8,839円軽減）

●所得割の軽減

所得が次の金額以下の世帯

所得から33万円を引いた額が58万円以下の方

軽減割合

５割軽減

※被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険のことで、市

町村の国民健康保険等は含まれません。

保険料のお支払いは「口座振替」と「年金払い」を選ぶことができます

【お申し出の際に必要なもの】 ご本人の保険証、預金通帳、お届け印

●「年金払い」を希望される方は、手続きの必要がありません。

次のいずれかに当てはまる方は「年金払い」ができないため「納入通知書」や「口座振替」

によりお支払いいただきます。

・年金額が18万円未満の方（介護保険料が年金から引かれていない方）

・介護保険と後期高齢者医療制度の保険料の合計が、介護保険料が引かれている年金額の半分

を超える方

なお、この制度に加入してからおよそ半年間は「年金払い」ができません。

「納入通知書」や「口座振替」でお支払いください。

※保険料は、所得税や個人住民税の社会保険料控除の対象となります。

■保険料の減免

保険料のお支払いが困難な場合は、役場後期高齢者医療制度担当窓口へご相談ください。災害、失

業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料のお支払いが困難

な方については、保険料の減免を受けられることがあります。

東日本大震災に被災された後期高齢者医療保険の被保険者の皆様へ

保険証をお持ちでない方

現在、保険証を紛失あるいは家庭に残したまま避難していることより、保険証をお持ちでな

い場合、氏名・生年月日・住所を医療機関にお申し出いただくことで受診できる取扱いとなっ

ていますが、平成23年７月１日からは、通常どおり、保険証の提示が必要になります。保険証

の再交付を希望される方は、役場保健福祉課後期高齢者医療担当にお問い合わせください。

保険料や医療機関へのお支払いが困難な方

住宅、家財またはその他の財産について著しい損害を受けたことにより、保険料や医療機関

へのお支払い（一部負担金）が困難となった方については、申請により、減額、免除または徴

収猶予が受けられる場合があります。また、年金から保険料をお支払いすることが困難な場合

については「口座振替」や「納入通知書」によるお支払いに変更することもできます。



５
月
16
日
、
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
植
松
電
機
（
赤
平
市
）
の
植
松
努
専
務
を
招
き
、

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

教
室
に
は
、
津
別
小
学
校
の
６
年
生
が
40
人
、
活
汲

小
学
校
の
５
・
６
年
生
が
10
人
参
加
し
「
宇
宙
ロ
ケ
ッ

ト
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
話
を
聞
い
た
後
、
実
際

に
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦
。
手
作
り
の
ロ
ケ
ッ
ト
は
青

空
に
向
け
て
飛
ば
さ
れ
、
児
童
か
ら
は
「
自
分
が
作
っ

た
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
く
の
を
見
て
、
感
動
し
ま
し
た
」

と
喜
び
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
17
日
に
は
津
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
石
橋
崇
司
会
長
）
が
町
長
室
を
訪
れ
、
学
校
教
育
の

一
環
と
し
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
教
室
に
10
万
円
の
寄
附
、
青

少
年
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
児
童
館
で
使
用
す
る

ア
ク
ア
プ
ー
ル
一
式
（
10
万
円
相
当
）
の
寄
贈
を
し
ま

し
た
。

石
橋
会
長
は
「
ロ
ケ
ッ
ト

教
室
等
を
開
催
し
、
楽
し
み

な
が
ら
知
識
を
つ
け
て
ほ
し

い
」
と
寄
附
・
寄
贈
へ
の
思

い
を
話
さ
れ
、
佐
藤
多
一
町

長
は
「
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

４
月
26
日
、
春
の
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ
せ
、
津

別
病
院
（
相
沢
誠
院
長
）
で
患
者
を
火
災
か
ら
守
る

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
４
時
40
分
に
１
階
リ
ネ
ン
室
か
ら
の
出

火
を
想
定
し
、
担
架
や
毛
布
を
用
い
て
患
者
を
安
全

な
屋
外
へ
速
や
か
に
避
難
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

駐
車
場
で
消
火
器
の
使
い
方
を
学
ぶ
訓
練
も
行
わ

れ
、
緊
急
時
の
対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

訓
練
に
対
し
、
大
野
功
二
消
防
所
長
か
ら
「
患
者

を
避
難
さ
せ
て
い
る
時
は
、
自
分
も
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
、
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
」
と
評
価
が

あ
り
、
相
沢

誠
院
長
か
ら

「
全
員
安
全

な
場
所
に
避

難
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
に

頑
張
り
ま
し

ょ
う
」
と
訓

示
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

５
月
30
日
の
「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
日
」
に
先
駆
け
、

津
別
町
と
津
別
町
環
境
衛
生
推
進
協
議
会
主
催
の
道

路
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
５
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
は
、
町
民
約
１
０
０
名
の

協
力
を
得
て
、
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
か

ら
美
幌
町
と
の
境
界
ま
で
の
町
道
３
号
線
を
数
人
に

分
か
れ
て
、
沿
道
に
あ
る
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

例
年
通
り
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
タ
バ
コ

の
吸
殻
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
中
に
は
タ
イ
ヤ

や
家
庭
ゴ
ミ
が
入
っ
た
ゴ
ミ
袋
を
捨
て
る
心
無
い
不

法
投
棄
も
あ

り
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
量
は

５
２
０
ｋ
ｇ

と
昨
年
に
比

べ
て
減
少
は

し
ま
し
た

が
、
ご
み
ゼ

ロ
を
目
指

し
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま

す
。

宇宙に届け！手作りロケット！

後援を受け、モデルロケット教室開催

患
者
を
火
災
か
ら
守
る

津
別
病
院
で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

自
然
の
楽
し
さ
を
体
で
学
ぶ

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験
会
が
開
催

津
別
高
校
で
全
校
生
徒
１
１
１
人
に

よ
る
町
内
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
５
月

６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
、

学
校
周
辺
道
路
や
国
道
２
４
０
号
線
沿

い
の
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
タ
バ

コ
の
吸
殻
な
ど
を
１
時
間
程
度
拾
い
、

５
袋
分
の
ゴ
ミ
を
集
め
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
昭
和
58
年
か
ら
続
け

ら
れ
て
い
て
、
今
年
で
29
回
目
に
な
り

ま
す
。
生
徒
数
が
減
り
、
ゴ
ミ
を
拾
う

範
囲
が
狭
く
な
り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
局
長
を
始
め
、
多
く
の
生
徒
が

真
面
目
に
拾
っ
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

５
月
８
日
、
町
民
の
財
産
で
あ
る
森
林

を
守
り
育
て
る
と
と
も
に
、
緑
化
や
環
境

意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
共

和
町
有
林
で
町
民
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。役

場
前
で
行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、
佐

藤
多
一
町
長
が
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と

し
て
の
認
証
を
受
け
た
の
で
、
植
樹
を
し

て
津
別
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

今
年
の
植
樹
祭
に
は
１
１
０
人
の
参
加

が
あ
り
、
雨
も
降
ら
ず
、
作
業
し
や
す
い

環
境
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
０
０
本
の
カ

ラ
マ
ツ
を
１
人
４
本
ず
つ
植
樹
し
、
作
業

は
約
１
時
間
で
終
了
。
参
加
者
全
員
の
植

樹
が
終
わ
っ
た
後
、
記
念
標
柱
を
立
て
、

苗
木
の
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
を
支
援
す
る
「
オ
ホ

ー
ツ
ク
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
施

に
あ
た
り
、
５
月
19
日
、
ロ
マ
ン
ス

製
菓
（
松
田
一
生
代
表
取
締
役
）
が

被
災
地
へ
「
北
国
の
旅
路
（
ホ
ワ
イ

ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
）」
２
２
０
個
（
16

万
円
相
当
）
を
提
供
し
ま
し
た
。

提
供
さ
れ
た
菓
子
は
、
他
市
町
村

の
支
援
物
資
と
と
も
に
、
被
災
地
の

避
難
所
へ
配
布
さ
れ
ま
す
。

松
田
代
表
取
締
役
は
「
学
生
の
こ

ろ
盛
岡
に
住
ん
で
い
た
経
歴
が
あ
り
、

わ
ず
か
な
気
持
ち
で
も
被
災
地
に
届

け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
提
供
に
至

っ
た
経
緯
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ロ
マ
ン
ス
製
菓
が
被
災
地
を
支
援

町民の財産を守り育てる

共和町有林で町民植樹祭を開催！

子
ど
も
達
に
自
然
の
楽
し
さ
、
大
切

さ
を
学
ん
で
も
ら
う
べ
く
、
ロ
ー
プ
を

使
っ
て
木
登
り
を
す
る
ツ
リ
ー
イ
ン
グ

体
験
会
（
津
別
「
げ
ん
き
の
森
」
利
用

推
進
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
５
月
15

日
、
21
世
紀
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

木
登
り
体
験
は
、
午
前
と
午
後
の
２

回
に
渡
っ
て
行
わ
れ
、
21
人
の
子
ど
も

達
が
高
さ
20
ｍ
ほ
ど
の
木
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
苦
戦
す
る
子
ど
も
や
ア
ッ
と
い

う
間
に
頂
上
へ
た
ど
り
着
く
子
ど
も
も

い
て
「
頂
上
か
ら
は
小
学
校
が
見
え
ま

し
た
。
怖
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
で

す
」
と
木
登
り
の
楽
し
さ
を
体
感
し
ま

し
た
。

町
内
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

津
別
高
校
生
が
ゴ
ミ
を
回
収

町
を
き
れ
い
に
！
道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦

５
２
０
ｋ
ｇ
の
ゴ
ミ
を
回
収

４
月
21
日
、
建
設
産
業
交
通
安
全

推
進
網
走
地
方
本
部
美
幌
支
部
（
蓮

井
和
一
支
部
長
代
理
）
が
教
育
委
員

会
を
訪
れ
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
が

少
な
く
な
る
こ
と
を
願
い
、
交
通
安

全
旗
80
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
旗
は
子
ど
も
達
の
目
に

留
ま
る
よ
う
な
イ
ラ
ス
ト
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
さ
れ
、
活
汲
小
中
学
校
、
本

岐
小
学
校
、
津
別
小
学
校
、
津
別
中

学
校
の
周
辺
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
寄
贈
に
あ
た
り
、
阿
部
博

道
教
育
長
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

支
え
ら
れ
て
、
町
の
交
通
事
故
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

建
設
産
業
団
体
が
交
通
安
全
旗
を
寄
贈

町
内
の
学
校
周
辺
に
設
置

記念標柱を立てて、記念撮影3・2・1の掛け声でロケットが発射します



「
今
は
、
７
人
の
孫
と
、
昨
年
８
月

に
生
ま
れ
た
ひ
孫
の
成
長
が
何
よ
り

の
生
き
が
い
で
す
」

と
話
す
松
崎

栄
子
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
っ
た
。

津
別
町
共
和
で
生
ま
れ
、
実
家
の

農
家
の
家
事
手
伝
い
を
し
、
今
は
亡

く
な
っ
た
ご
主
人
松
崎
登
さ
ん
と
結

婚
を
し
、
３
人
の
子
ど
も
が
い
る
。

「
結
婚
し
て
す
ぐ
共
和
の
原
野
に
開

拓
に
入
り
ま
し
た
。
木
を
倒
し
て
の

開
拓
で
１
町
歩
を
開
き
、
主
に
豆
類

を
つ
く
り
、
牛
を
２
頭
飼
い
搾
乳
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
手
絞
り

で
湧
き
水
で
冷
や
し
自
転
車
で
出
し

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
を
夫
婦
２
人

で
背
負
い
、
通
い
作
で
、
子
ど
も
達

と
一
緒
に
豆
積
み
を
し
た
こ
と
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
す
」
と
当
時
の

思
い
出
を
話
す
。

ご
主
人
が
丸
玉
産
業
(株)
に
勤
め
る

こ
と
と
な
り
、
11
年
間
の
農
業
を
止

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
松

崎
さ
ん
自
身
も
丸
玉
産
業
(株)
に
就
職

し
、
定
年
ま
で
勤
め
る
。「
丸
玉
産

業
(株)
に
勤
め
て
か
ら
も
周
り
が
良
い

人
ば
か
り
で
、
退
職
の
折
に
は
工
場

長
さ
ん
か
ら
直
接
“
あ
り
が
と
う
”

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
職
場

の
人
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま

す
」
と
話
さ
れ
、
退
職
後
、
阿
寒
の

ホ
テ
ル
に
も
勤
め
ら
れ
「
周
り
は
良

い
人
ば
か
り
で
し
た
」
と
、
お
世
話

に
な
っ
た
職
場
に
い
た
人
達
の
事

が
、
今
で
も
思
い
出
さ
れ
る
そ
う
で

す
。

「
こ
れ
も
、
体
が
丈
夫
だ
っ
た
か
ら

働
け
た
と
思
う
」
と
「
体
の
自
由
が

利
く
う
ち
が
一
番
で
す
」
と
笑
顔
で

話
さ
れ
た
。

「
思
い
出
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
孫

の
結
婚
式
で
自
分
の
創
っ
た
ア
ー
ト

フ
ラ
ワ
ー
の
ブ
ー
ケ
を
花
嫁
・
花
婿

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
た
こ
と
が
嬉
し

か
っ
た
」
と
語
る
。

今
ま
で
多
く
の
人
に
良
く
し
て
も

ら
い
感
謝
、
感
謝
の
人
生
の
お
話
し

を
さ
れ
「
楽
し
て
は
終
わ
ら
な
い
、

大
変
な
こ
と
も
あ
っ
て
こ
そ
が
人
生

な
の
だ
か
ら
、
当
た
り
前
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
松
崎
さ
ん
で
あ
る
。

まつざき　えいこ　さん／昭和４年10月、共和で生まれる／
81歳 ／達美在住

さ
ん

苦
労
あ
っ
て
こ
そ
が
人
生

松

崎

栄

子

【398】

お問い合わせ †76－2151税務担当（内線 220・221）
収納担当（内線 218）

近
年
、
日
本
人
男
性
の
２
人
に
１
人
、

女
性
の
３
人
に
１
人
が
一
度
は
が
ん
と

診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
で

死
亡
す
る
の
は
、
３
人
に
１
人
と
言
わ

れ
、
い
ま
や
日
本
は
世
界
一
の
が
ん
大

国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

早
期
発
見
は
検
診
で

今
、
が
ん
は
治
る
時
代
で
す
。
が
ん

は
小
さ
く
、
他
の
部
位
に
転
移
す
る
前

に
治
療
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
発

見
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
治
癒
ち
ゆ

の
確
率

は
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
は
無
症
状
の
場
合
が
圧

倒
的
に
多
く
、
が
ん
検
診
で
発
見
さ
れ

る
場
合
が
と
て
も
多
い
で
す
。
日
本
の

が
ん
検
査
技
術
は
世
界
的
に
最
高
水
準

に
あ
り
、
よ
り
効
果
的
で
苦
痛
の
少
な

い
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
積
極
的
に

検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

町
で
行
っ
て
い
る
が
ん
検
診

・
胃
が
ん
検
診
（
Ｘ
線
検
査
）

日
本
人
に
最
も
多
い
の
が
胃
が
ん
で

す
。
バ
リ
ウ
ム
（
造
影
剤
）
と
発
泡
剤

（
胃
を
膨
ら
ま
せ
る
薬
）
を
飲
み
、
Ｘ

線
撮
影
で
胃
の
形
や
粘
膜
を
み
ま
す
。

・
肺
が
ん
検
診
（
Ｘ
線
検
査
）

肺
全
体
を
Ｘ
線
で
撮
影
す
る
胸
部
Ｘ

線
検
査
に
加
え
、
喫
煙
者
を
対
象
に
喀か
く

痰た
ん

細
胞
診
検
査
を
行
い
、
痰
に
が
ん
細

胞
が
混
ざ
っ
て
い
な
い
か
を
み
ま
す
。

・
大
腸
が
ん
検
診

便
の
な
か
の
血
液
を
調
べ
、
大
腸
内

の
出
血
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。
が
ん
や

ポ
リ
ー
プ
な
ど
も
発
見
で
き
ま
す
。

・
乳
が
ん
検
診
（
視
触
診
・
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

乳
が
ん
は
女
性
の
20
人
に
１
人
が
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
検
査
は
、

ま
ず
専
門
医
が
視
触
診
に
よ
っ
て
乳
房

に
し
こ
り
が
な
い
か
診
察
し
ま
す
。
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
乳
房
を
装
置
で
挟

み
、
圧
迫
し
て
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
を
し

て
触
診
で
は
発
見
で
き
な
い
小
さ
な
が

ん
を
発
見
し
ま
す
。

・
子
宮
が
ん
検
診
（
細
胞
診
）

子
宮
の
入
り
口
の
細
胞
を
採
取
し
、

顕
微
鏡
で
診
断
し
ま
す
。
子
宮
が
ん
は

20
〜
40
歳
で
多
く
、
20
歳
か
ら
の
検
診

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
月
に
行
わ
れ
る
町
の
検
診
で
は
、

胃
・
肺
・
大
腸
・
乳
・
子
宮
の
が
ん
検

診
を
一
緒
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
他
に
オ
プ
シ
ョ
ン
で
前
立
腺

が
ん
検
診
（
血
液
検
査
）
も
受
け
ら
れ

ま
す
。

詳
し
く
は
今
号
に
挟
ま
っ
て
い
る
折

り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
津
別
町
に
は
、
知
り
合
い
が
た
く
さ

ん
い
る
の
で
、
気
軽
に
話
し
か
け
て
も

ら
え
る
の
が
嬉
し
い
で
す
」
と
話
す
の

は
、
今
年
の
４
月
か
ら
北
見
信
用
金
庫

津
別
支
店
で
勤
務
し
て
い
る
伊
藤
悠
さ

ん
。
津
別
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
ま
で
を
津
別
町
で
過
ご

し
た
後
、
札
幌
国
際
大
学
短
期
大
学
部

で
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
を

専
攻
。「
地
元
に
就
職
し
た
い
」
と
い

う
想
い
か
ら
北
見
信
用
金
庫
を
目
指
し

た
そ
う
で
す
。「
今
は
半
人
前
以
下
な

の
で
、
ま
ず
は
半
人
前
に
な
っ
て
、
そ

れ
か
ら
一
人
前
を
目
指
し
ま
す
」（
笑
）

と
仕
事
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
す
。

現
在
は
、
主
に
通
帳
作
成
等
を
行
う

後
方
事
務
を
担
当
。「
先
輩
や
上
司
が

優
し
い
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
気

軽
に
聞
け
る
よ
う
な
良
い
職
場
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

休
日
を
利
用
し
て
、
映
画
鑑
賞
を
楽

し
ん
で
い
る
伊
藤
さ
ん
。
暖
か
い
季
節

に
な
っ
て
き
た
の
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や

水
泳
に
挑
戦
し
た
い
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
「
来
月
、
友
人

の
結
婚
式
が
あ
る
の
で
、
お
金
を
貯
め

て
良
い
服
を
買
い
た
い
で
す
ね
」
と
笑

顔
が
素
敵
な
伊
藤
さ
ん
で
し
た
。

一
人
前
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
！

伊
藤
　
悠
　
さ
ん

いとう　はるか　さん／平成２年８月生まれ／

北見信用金庫津別支店に勤務／新町在住

知
っ
て
く
だ
さ
い
。
が
ん
検
診

町
の
税
金
は
、
北
見
信
金
（
役
場
派
出
所
、

本
店
及
び
各
支
店
）、
網
走
信
金
津
別
支
店
、

津
別
農
協
、
北
洋
銀
行
美
幌
支
店
、
北
海
道

内
全
て
の
郵
便
局
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

『
日
中
は
仕
事
等
で
金
融
機
関
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
』、『
納
付
を
忘
れ
て
し
ま
う
』

等
の
方
は
、
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
金

融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納

税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
金
融
機
関

に
行
く
手
数
が
少
な
く
、
ま
た
、
納
付
を
忘

れ
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
大
変
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の
印

鑑
、
預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参
し
て

町
内
の
各
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。
振
替
口
座
の
変
更
が
な
け
れ
ば
毎
年
手

続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た
日
に

よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
手
続
き
の
際
に
は

金
融
機
関
に
ご

確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替

制
度
の
ご
利
用
を

問い合わせ先 役場健康医療グループ　健康推進担当　†76－2151（内線231・232）



ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
平
成
24
年

３
月
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
に

か
か
る
求
人
に
つ
い
て
６
月
20
日

（
月
）
か
ら
受
理
を
開
始
し
ま
す
。

企
業
の
将
来
を
担
う
新
卒
者
の
採

用
に
つ
い
て
是
非
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
お
早
め
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
求

人
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
公
共
職
業
安
定
所

†
０
１
５
７-

23-

６
２
５
１

５
月
中
に
平
成
23
年
度
の
固
定
資

産
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
付
書
の
発

送
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
納
税
通
知
書
が
送
付
さ

れ
て
い
た
の
に
、
ま
だ
手
元
に
届
い

て
い
な
い
方
や
不
明
な
点
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
税
務
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
月
は
町
道
民
税
・
国
民

健
康
保
険
税
の
納
付
書
が
発
送
に
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
担
当

†
76-

２
１
５
１(

内
線
２
２
０)

新
緑
の
藻
琴
山
を
歩
い
て
雄
大
な

景
色
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

６
月
25
日
（
土
）

午
前
９
時
出
発

集
合
場
所

中
央
公
民
館

コ
ー
ス

ハ
イ
ラ
ン
ド
小
清
水
７
２

５
登
山
口
か
ら
頂
上
を
目
指
し
、

片
道
１
時
間
程
度
の
山
道
を
歩
き

ま
す
。
午
後
３
時
に
は
中
央
公
民

館
へ
戻
る
予
定
で
す
。

申
込
期
限

６
月
20
日
（
月
）

募
集
人
数

30
人

参
加
費

無
料

準
備
す
る
物

お
弁
当
、
お
や
つ
、

ゴ
ミ
袋
、
飲
料
水
（
多
め
に
）、

帽
子
、
カ
ッ
パ
、
着
替
え
、
タ
オ

ル
、
暖
か
い
服
装
な
ど

そ
の
他

雨
天
等
の
場
合
は
中
止

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

†
76-

２
７
１
３

受
験
資
格

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
６
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

試
験
日

第
１
次
試
験
　
９
月
４
日
（
日
）

第
２
次
試
験
　
10
月
13
日
（
木
）

〜
20
日
（
木
）
の
指
定
さ
れ
た
日

受
付
期
間

６
月
21
日(

火)

〜
６
月
28
日(

火)

問
い
合
わ
せ
先

網
走
税
務
署
総
務
課

†
０
１
５
２-

43-

２
１
８
１

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

自
転
車
の
ル
ー
ル

守
っ
て
い
ま
す
か

住民生活

グループ

†７６－２１５１

自
動
車
の
安
全
装
置
は
日
進
月

歩
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
基
本
と

い
え
る
の
は
、
や
は
り
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
。
明
治
36
年
に
、
フ
ラ
ン
ス

で
開
発
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
こ
の

装
置
で
す
が
、
一
般
の
乗
用
車
に

取
り
付
け
ら
れ
た
の
は
昭
和
30
年
、

ア
メ
リ
カ
製
の
フ
ォ
ー
ド
車
が
最

初
で
し
た
。

我
が
国
で
は
、
昭
和
27
年
か
ら

研
究
が
始
ま
り
、
昭
和
44
年
に
運

転
席
へ
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
着
用
義
務
化
は
、
さ
ら

に
２
年
後
の
昭
和
46
年
で
す
が
、

当
時
は
運
転
席
と
助
手
席
の
み
で
、

努
力
義
務
で
し
た
。
運
転
席
・
助

手
席
の
罰
則
付
き
義
務
化
は
昭
和

60
年
か
ら
、
後
部
座
席
は
平
成
21

年
か
ら
と
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
。
法
律
に
よ
る
義
務
化
こ
そ
、

こ
こ
30
年
弱
の
話
で
す
が
、
私
た

ち
を
支
え
る
命
綱
に
は
、
１
０
０

年
も
の
歴
史
と

重
み
が
あ
る
の

で
す
。

第
１
回
ふ
れ
あ
い
歩
こ
う
会

「
藻
琴
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」

町
税
の
納
税
通
知
書
は

届
い
て
い
ま
す
か
？

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

の
求
人
申
込
は
お
早
め
に

◎出店荒らしの発生！

津別町内で店舗に侵入し、レジスターから現金

等が盗まれる被害が１件発生しています。

◎東日本大震災に便乗した悪質事犯にご注意を

３月11日に発生した東日本大震災による被災地

の窮状、混乱、国民の不安につけ込み、または被

災地を救済しようとする国民の善意を踏みにじる

悪質事犯の発生が懸念されています。

実際に、北海道内において、北海道警察の名前

をかたった者が、一般家庭宅に地震の寄附を募る

電話をかけた事案が確認されています。

美幌・津別町内において、地震に便乗した不審

電話や訪問販売等の悪質業者を見聞きした際は、

美幌警察署（†72-0110）までご連絡をお願い

します。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

平
成
23
年
度
国
家
公
務
員
採
用

（
税
務
）
試
験
の
お
知
ら
せ

年金が年額18万円以上の方

は、各種公的年金（老齢・退

職・障害・遺族年金）からの

天引きとなりますので、金額

をご確認ください。

65歳以上の方（第１号被保険者）は、介護保険料を納付するこ

とになりますが、その納め方は、普通徴収と特別徴収の２種類に

分かれます。普通徴収の方には介護保険料納入通知書を今月13日

頃に、特別徴収の方には介護保険料特別徴収通知書を８月にそれ

ぞれ発送します。なお、65歳以上の方の介護保険料は別表のとお

りです。

区　　分

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階（特例）

第４段階（基準額）

第５段階

第６段階

月額保険料

1,400円

1,400円

2,100円

2,450円

2,800円

3,500円

4,200円

▼別表　65歳以上の方（第１号保険

者）の介護保険料

納入通知書に記載の金融機

関で納付してください。保険

料の納入には、便利な口座振

替をお勧めします。

年度の途中（６月・８月または10月）から特別徴収が開始される方には、１期または２期分までの介護

保険料納入通知書を送付しています。

特別徴収 普通徴収

普通徴収・特別徴収併用の方

問い合わせ先 役場保健福祉課介護保険担当　76-2151（内線230）

介護保険施設（特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）に入所またはショート

ステイを利用されている方の居住費、食費負担額の減額認定期間が６月30日で満了することに伴い、７月

１日からの減額認定の更新手続き及び新規の申請を受け付けています。

これは、本来自己負担となる介護保険施設での居住費と食費（ショートステイを含む）について、町民

税非課税世帯の方を対象に負担の軽減を図るものです。

更新の方

すでに減額認定を受けている方については、更新手続きの通知を郵送（特別養護老人ホームの方には

施設に郵送）しますので、申請書に必要事項を明記、押印の上、６月17日（必着）まで役場で手続き

をしてください。

今後、新たに介護保険施設（ショートステイを含む）を利用される

方および平成22年度減額認定が非承認となった方で、本年度町民税が

世帯非課税となる方については、随時申請を受け付けています。

なお、減額認定は、申請のあった月の初日までしかさかのぼること

ができませんのでご注意ください。

新規の方

申請書�

問い合わせ先 役場保健福祉課介護保険担当　76-2151（内線230）



公
共
牧
場
の
入
牧
が
、
５
月
21
日

か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
町

内
２
ヶ
所
の
牧
場
で
、
乳
牛
・
肉
牛

を
合
わ
せ
て
約
２
５
０
頭
が
入
牧

し
、
10
月
の
下
牧
ま
で
元
気
に
牧
草

食
べ
、
大
き
く
な
っ
て
各
農
家
へ
帰

る
予
定
で
す
。

毎
年
、
牧
場
内
に
山
菜
採
り
な
ど

を
目
的
と
し
て
無
許
可
で
入
る
方
が

多
く
、
故
意
に
よ
る
牧
柵
の
破
損
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
牧
場
内
に
は

「
関
係
者
以
外
立
入
禁
止
」
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
願
い
ま
す
。

ま
た
、
牧
道
に
車
な
ど
を
止
め
る

こ
と
も
牧
場
管
理
の
支
障
と
な
り
ま

す
の
で
、
許
可
無
く
牧
場
内
へ
の
出

入
り
は
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
課
農
政
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１

(

内
線
２
６
３)

高
齢
化
が
年
々
進
む
に
つ
れ
て
、

介
護
を
必
要
と
す
る
認
知
症
高
齢
者

も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
認
知
症
が
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
、
ま
た
、
認
知
症
高
齢
者

や
そ
の
家
族
に
ど
の
よ
う
な
思
い
や

人
生
が
あ
る
の
か
、
ま
だ
ま
だ
理
解

さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
の
講
演
会
を
通
し
て
「
認
知

症
」
に
対
す
る
理
解
を
一
緒
に
深
め

て
み
ま
せ
ん
か
？
ど
な
た
で
も
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。

日
　
時

７
月
19
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
　
所

中
央
公
民
館
講
堂

参
加
費

無
料

講
　
題

「
支
え
る
側
が
支
え
ら
れ

る
と
き
〜
認
知
症
の
母
が
教
え
て

く
れ
た
こ
と
」

問
い
合
わ
せ
先

津
別
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
津
別
町
役
場
内
）

†
０
１
５
２-

76-

２
１
５
８

私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
水
道
。

安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
安
定
的

に
供
給
し
て
い
く
た
め
に
も
、
資
源

で
あ
る
水
を
大
切
に
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

「
蛇
口
か
ら

あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の

夢
・
未
来
」

「
北
海
道
水
資
源
の
保
全
に
関
す

る
条
例
」（
仮
称
）
に
係
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
方
法

道
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
実
施

募
集
期
間

平
成
23
年

５
月
12
日
（
木
）
〜

６
月
13
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部

計
画
推
進
局

†
０
１
１-

２
０
４

-

５
１
７
８

津別町農業委員会委員選挙が３月16日に告示され、８人が選挙委

員に立候補しました。定数が８人のため、立候補者全員の当選が決

まりました。また、選挙委員の他に、農業団体や議会による推薦委

員３人が町長より選任され、今期の委員は11人となり、担当地区は

下記のとおりになりました。（会長・職代以外は議席順）

年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

† 76－2151 内線 222

世帯主の所得が高いなど、国民年金保

険料の免除の対象とならない30歳未満

の方には若年者納付猶予制度、学生の

方には学生納付特例制度があります。

▼「未納」のままだと将来の年金に影響

若年者納付猶予、学生納付特例を受け

ずに「未納」にしていると将来の年金受

給に際し、未納期間が保険料納付の資格

期間から除外されてしまいます。

そこで、若年者納付猶予、学生納付特

例を受けるとその期間は、将来受ける年

金の受給資格期間に算入されます。

▼将来のため保険料の追納を！

年金額には反映されません。納付猶予、

納付特例の期間について、10年以内に

追納すれば年金額に反映されます。忘

れずに納めましょう。

▼審査の基準

○若年者納付猶予制度

本人・配偶者・世帯主（本人が世帯主

でない場合）の所得を審査します。

○学生納付特例制度　

本人の所得のみで審査します。

20代の方に納付猶予と特例

新
し

い

民
生
委
員

児
童
委
員 を

紹
介

し
ま

す

り
、
転
送
す
る
と
迷
惑
メ
ー
ル
に
な

る
の
で
、
絶
対
に
転
送
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
募
金
を
す
る
と
き

は
、
募
集
し
て
い
る
団
体
等
の

活
動
状
況
や
集
ま
っ
た
浄
財
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
よ

く
確
か
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。震

災
後
、
未
成
年
者
に
も
迷

惑
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
お
り
、

心
当
た
り
の
な
い
メ
ー
ル
は
開

か
な
い
よ
う
に
し
て
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

Ｑ

問い合わせ先
商工観光グル
ープ
†76－2151

A
震
災
に
乗
じ
た
迷
惑
メ
ー
ル
に
注
意

高
校
生
の
娘
の
携
帯
電
話
に
、
友

人
か
ら
震
災
募
金
を
募
る
メ
ー
ル
が

届
き
、
同
じ
内
容
を
10
人
に
メ

ー
ル
す
る
よ
う
に
と
書
か
れ
て

い
た
。
募
金
先
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
な
っ
て
い
る
が
、
信
用
し
て

よ
い
か
。

「
他
の
人
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
不
特
定
多
数
へ
の
転
送

を
求
め
る
メ
ー
ル
（
チ
ェ
ー
ン

メ
ー
ル
）
は
、
誤
っ
た
情
報
や
不
確

実
な
情
報
を
拡
散
す
る
も
の
で
あ

Q
Q&

Q＆�

消費生活相談�

入
牧
開
始

牧
場
か
ら
の
お
願
い

牧場内は「立入禁止」です

６
月
１
日
か
ら
７
日
は

水
道
週
間
で
す

認
知
症
を
考
え
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第62回網走地方支部北見分会
連合消防演習開催！

第62回網走地方支部北見分会連合消防演習

が津別町で開催されます。

当日は各種訓練の他、模擬火災では昔活躍し

た腕用ポンプの放水、さらには消防団員300人、

消防車両17台による分列行進が行われます。

また、演習には津別中学校の生徒、吹奏楽部

がお手伝いしてくれます。

多くの方の観覧をお待ちしています。

日　　時 ６月26日（日） 午前９時

場　　所 津別小学校グランド（各種訓練）

参加消防団 北見市（北見・留辺蘂・端野・常

呂）、置戸町、訓子府町、美幌町、

津別町

特別参加 釧路市消防団阿寒第２分団

問い合わせ先 津別消防署　†76-2189

電波の利用は、市民生活や社会経済活動によって必要不可欠なも

のですが、不法無線局による重要無線通信やテレビ・ラジオへの懇

親妨害事例は依然として多発しています。特に最近では、インター

ネットショッピング・オークションで、国内では使用できない外国

規格無線機が手軽に購入できるようになり、電波利用環境の悪化が

懸念される状況になっています。

このため総務省では、電波利用環境保護の大

切さを訴えるため、６月１日の「電波の日」か

ら10日間を『電波利用環境保護周知啓発強化

期間』と定め、電波利用に関する周知・啓発活

動全国的に展開します。

問い合わせ 北海道総合通信局　†011-737-0099

Ｅメール soudan-hokkaido@soumu.go.jp

ＨＰ http://www.soumu.go.jp/soutsu/hokkaido/

法人道民税・法人事業税の

申告はインターネットで！

北海道では、地方税ポータルシステム

（エルタックス）を利用し、インターネ

ットによる法人道民税・法人事業税の申

告を受け付けています。

利用できるのは、北海道に申告を行う

納税者（税理士等代理人を含む）で、利

用届出の手続きをされている方です。

利用開始の方法な

ど、詳細についてはエ

ルタックスホームペー

ジをご覧下さい。

問い合わせ先

オホーツク総合振興局税務課事業税　

関税係　†0152-41-0613

講　師

藤川幸之助

（詩人・児童文

学作家）
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道庁ホームページアドレス
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ksk/mizusigen.htm
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問い合わせ先

津別観光協会

（役場産業課林政・商工観光グループ）

†76－2151 内線258

５月27日に津別峠の道々屈斜路津別線が開通しました。展望施設も同日に開

館し、トイレは24時間利用できます。また、食堂も完備し、うどんやそばを用

意。お土産も揃えています。屈斜路湖を見下ろす最高のビューポイント。湖と

山々の稜線、その向こうに望むオホーツク海とどこまでも高い青空をみている

と、翼を得た鳥のように、心も体も宙を舞う感覚にな

ります。

津別峠から望む屈斜路湖のライブ映像が津別町ホーム

ページからご覧になれます。（１時間ごとに更新）

http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

「津別町」で検索

7月2日（土）前夜祭
●活汲小中リコーダー演奏会

●津別中学校吹奏楽部演奏会

●つべつよさこい双桜凛舞

●第28回つべつ千人踊り

●花火大会　他

※ごみのお持ち帰りにご協力ください！

津別観光協会

つべつ夏まつり実行委員会

主
催

●ＨＢＣラジオ公開録音

・キム・ヨンジャ　オンステージ

・キングオブコメディ　オンステージ

●つべつ川のぼり大会

●特産ビーフまつり

●網走管内カラオケ選手権大会

●観光物産まつり　他

危険物安全週間

ガソリンをポリ容器に

入れてはダメ！セルフス

タンドでは顧客が自らガ

ソリンを容器に入れるこ

とは出来ません！！

「実施期間」平成23年6月5日～6月11日

問い合わせ先 津別消防署　† 76－2189

推進標語

『危険物　無事故のゴールは　譲れない！』

加入できるのは、次の条件をいずれも満たしている方です

・20歳から60歳未満の方

・国民年金保険料を納めている方（農業者年金加入者を除く）

・道内に住民票のある方

毎月の掛け金

・毎月の掛け金は、一口6,350円から最高68,000円まで、加入時の年齢や性別、

給付の型によってお好きなコースを選ぶことができます。

・加入したときの掛金や受け取る年金額は変わりませんから、年齢が若いほどお得です。

こんなメリットがあります

・掛金は全額、社会保険料控除となり所得税、住民税が軽減されます。

・受け取る年金にも公的年金等の控除が適用され、税制面で大変お得です。

・保証付に加入した方が保証期間内に亡くなられた場合、遺族の方に一時金が支給されます。

詳しく知りたい方へ
・役場の戸籍年金担当にパンフレットを置いています。

・問い合わせ先：北海道国民年金基金　†0120-65-4192
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7月3日（日）本祭

今年の夏まつりには

この人が来る！！

キングオブコメディ
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国民年金第１号被保険者（自営業者等）の方と第２号被保険者（厚生年金・共済年金加入者）の方とでは、将来

受け取る年金額に大きな差があります。この差を解消するための上乗せ年金として、平成３年に創設されたのが

「国民年金基金制度」です。この制度で、第１号被保険者の方も将来受け取る年金額の上乗せが可能となりました。

船橋市と津別町の青少年交流事業も今年で23年目となり、

今年は船橋市から40人の小学5年生から中学3年生までの子ど

も達がやってきます。

そこで、子ども達をホームステイさせてくれる受入家庭を募

集します。船橋っ子の思い出づくりに是非ご協力ください。

日　　程 ８月６日（土）～10日（水）４泊５日

※ホームステイは６日（土）～７日（日）の２泊です。

受入人数 １家庭２～３人　

申込期限 ６月24日（金）まで

申し込み・問い合わせ先 社会教育課社会教育グループ

担当：谷口（†７６-２７１３・２７２１）

８月８日（月）～９日（火）は、津別の子どもと合同で阿

寒・摩周湖方面等への観光や網走川ラフティング等の交流会

を行います。（内容は別途チラシにて詳しくお知らせします）

宿泊先 道立施設を予定　

参加費 無料

定　員 40名（小学５年生～中学３年生）

申し込み 各学校を通じて申込チラシを配布する予定です。

�

－是非交流会へご参加ください－
６月は 町道民税・国保税
の第１期の納入月

納期限は 6月30日です

問い合わせ先

† 76－2151税務担当（内線220・221）

収納担当（内線218）

口座振替をご利用の方も預金口座の残高を

確認してください。


